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第1章　 緒 言

第1編 にては急性瀉血後の家兎骨髄 の態度を組織

増生の面よ り述べ,第2編 にては白血球機能 を骨髄

偽好酸球の遊走速度,墨 粒貪喰能,中 性 紅生体染色

性 の面 よ り観祭 しで些か新知見を得 たが,本 編にで

は骨髄体外液体培養 を用 いて骨髄赤血球系細 胞の増

生並びに骨髄Hbの 消長 を観察 した.抑 々液体培養

法 とは1936年Osgood & Brownlee59)が 人骨髄 細胞

を特殊 液体 メヂユームを用いて行った細胞浮遊液液

体培養 法 で ある.次 で, Israels30), Norris & Ma

jnarich54), Vannotti81),小 池37),桑 原42),島 菌69),

紺野39)等の研究 があ るが何れ も方法は夫 々多少づ ゝ

異 な り,而 も骨髄赤血球数, Hb量 の両者を比較観

察 した ものはない.教 室久米 田40),岩崎32)はOsgood

 & Brownlee59)の 原法に則 り,本 法を改良せ る久米

田 ・岩崎氏法を考案 し,之 に より詳細なる家兎骨髄

体外液体培養に関する研究を行つた.私 は急性瀉血

家兎骨髄 の態度に関す る一連の研究 として液体培養

を行い,久 米田 ・岩崎氏法 に依 り骨髄赤血球数並び

に骨髄Hbの 定 量を時間的推移を追 つて詳細に観察

したので以下その成績を報告す る.

第2章　 実験材料並びに実験 方法

第1節　 実験材料

体重2kg内 外 の成熟白色雄性家兎を心臓 穿 刺 に

より体重当瓩20cc急 性瀉血 し大腿骨,前 脛骨,上 腕

骨 々髄 を無 菌的に取 り出し使用す.

第2節　 実験方法

前記骨髄 をGey氏 第1液 に入れ,低 速 にて約1
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分 間ホモゲナイズ して骨髄細胞の均等な浮遊液を作

り,ス ピッツグラスにて3000回 転10分 間遠沈後上清

を捨て,沈 澱物 を葡萄糖を含まぬ タイロー ド氏液に

入れ細胞浮遊液 を作 り,之 を一定容器 に2cc分 注 し,

 Warburg恒 温槽(38℃)に て振盪培養す る.

第3節　 観察方法

骨髄赤血球数及び骨髄Hb量 の測定は培養 開始前

及 び開始後3, 6, 9時 間に行 つた.

1)骨 髄赤血球数 滅 菌した赤血球計算用 メラン

ジ ュールに細胞浮遊液を吸い,ハ イエ ム氏液 に混 じ

て ビュルカー氏計算盤 にて計算する.

2)骨 髄Hb量 の測定1/15モ ル第1燐 酸カ リ

溶液22ccと 第2燐 酸 ソーダ3ccを 混和 し,之 を4

倍 に稀釈 したもの6ccに 血球浮遊液20ccを 充分 混

和 す.次 で20%フ ェ リシア ンカ リ溶液1滴 を加え,

 10分後 に5%シ アンカ リ1滴,更 に2分 後にアンモ

ニア1滴 を夫 々加えて10分 以内に分光光度計にて測

定 した.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 予備 実験

健康家兎大腿骨,前 脛骨,上 腕骨 々髄の液体培養

を行つた.骨 髄赤血球数は第1表,第1図 に示す如

く培養6時 間値が最大であ り,骨 髄Hb量 も第2表

に示す如 く培養6時 間値に最も増大 した.健 康家兎

5例 の骨髄赤血球増加率及び骨髄Hb増 加量を対照

群平均値 とした.

第1表　 健康家兎骨髄 の赤血球数及び赤血球増

加率(%)

第1図　 健康家兎骨髄赤血球増加率

第2表　 健康家兎骨髄Hb量(mg/dl)

第2節　 本 実 験

背位固定 後体重当瓩20ccの 急性瀉血を 行い,急

性瀉血直後, 1, 3, 5, 8, 12, 24時 間, 2, 3,

 5, 7, 10, 14, 28日 後の各々家兎3例 に就 て液体

培養を行い,骨 髄 赤血球数,骨 髄Hb量 を測定 し3

例の平均値を対照群(健 康家兎)平 均値 と比較検討

した.合 せて処 置前後に耳静脈 より採血 して血色素

量,赤 血球数及び白血球数を算定した.

第1項　 急性瀉血直後の家兎骨髄赤血球数及

びHb量

末梢血液像は第3表 に示す如 く血色素量,赤 血球

数及び白血球数の僅か減少が認め られた.骨 髄 赤血

第3表　 急性瀉血直後の家兎末梢血液像
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球増加率は第4表,第2図,骨 髄Hb増 加量は第5

表 に示す如 く対照群 と変らなかつた.

第4表　 急性瀉血直後 家兎 骨髄赤血球数及び

赤血球増加率(%)

第2図　 急性瀉血直後家兎骨髄赤血球増加率

第5表　 急性瀉血直後家兎骨髄Hb量(mg/dl)

第2項　 急性瀉血1時 間後 の家兎骨髄赤血球数

及びHb量

末梢血液像は第6表 に示す如 く血色素量及び赤血

球数は減少 し,白 血球数は稍々増加 した.骨 髄 赤血

球増加率は第7表,第3図 の如 く対照群 に比 し稍々

低 下し,骨 髄Hb増 加量 も第8表 に示す如 く対照群

に比 し稍々減少 した.

第6表　 急性瀉血1時 間後 の家兎末梢血液像

第7表　 急性瀉血1時 間後家兎骨腿赤血球数及

び赤血球増加率(%)

第3図　 急性瀉血1時 間後家兎骨髄赤血球増加率

第8表　 急性瀉血1時 間後家兎骨髄Hb量

(mg/dl)
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第3項　 急性瀉血3時 間後の家兎骨髄赤血球

数及び Hb 量

末梢血液像は第9表 に示す如 く血色素量,赤 血球

数は益 々減少し,白 血球数は増加 した.骨 髄 赤血球

増加率 は第10表,第4図 に示す如 く対照群に比 し低

下し,骨 髄Hb増 加量も第11表 に示す如 く対照群 よ

り減少 した.

第9表　 急性瀉 血3時 間後の家兎末梢血液像

第10表　 急性瀉血3時 間後家兎骨髓赤血球 数及

び赤血球増加率(%)

第4図　 急性瀉血3時 間後家兎骨髄赤血球増加率

第11表　 急性瀉血3時 間後家兎骨髄Hb量

(mg/dl)

第4項　 急性瀉血5時 間後の家兎骨髄赤血球

数及びHb量

末梢血液像は第12表 に示す如 く血色素量及び赤血

球数は最も著明に減少したが,白 血球数は非常に増

大す るのを認めた.骨 髄赤血球増加率は第13表,第

5図 の如 く対照群に比 し益 々低下 し,骨 髄Hb増 加

量 も第14表 に示す如 く次第に減少 した.

第12表　 急性瀉血5時 間後の家兎末梢血液像

第13表　 急性瀉血5時 間後家兎骨髄赤血球数及

び赤血球増加率(%)
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第5図　 急性瀉血5時 間後家兎骨髄赤血球増加率

第14表　 急性瀉血5時 間後 家兎骨髓Hb量

(mg/dl)

第5項　 急性瀉血8時 間後の家兎骨髄赤血球

数及びHb 量

末梢血液像は第15表 に示す如 く血色素量及び赤血

球数は処置前 より減少す るが,白 血球数は稍々増加

した.骨 髄赤血球増加率は第16表,第6図 の如 く対

照群に比 し最 も低下を認め,骨 髄Hb増 加量も第17

表 に示す対照群に比 し減少 した.

第15表　 急性瀉血8時 間後の家兎末梢血液像

第6項　 急性瀉血12時間後の家兎骨髄赤血球

及びHb量

末梢血液像は第18表に示す如く血色素量及び赤血

第16表　 急性瀉血8時 間後家兎骨髄赤血球数及

び赤血球増加率(%)

第6図　 急性瀉血8時 間後家兎骨髄赤血球増加率

第17表　 急性瀉血8時 間後家兎骨髄Hb量

(mg/dl)

球数は処置前 より著明に減少す るが,白 血球数は略

々処置前に近似 した,骨 髄 赤血球増加率は第19表,

第7図 の如 く瀉血8時 間後 よ り増大 したが対照群よ

りは尚低下 していた.骨 髄Hb増 加 量に第20表 に示

す如 く対照群 より減少 し,特 に培養後9時 間値が減

少大であつた.
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第18表　 急性瀉血12時 間後 の家兎末梢血液像

第19表　 急性瀉血12時 間後家兎骨髓赤血球数及

び赤血球増加率(%)

第7図　 急性瀉血12時間後家兎骨髄赤血球増加率

第20表　 急性瀉血12時 間後家兎骨髓Hb量

(mg/dl)

第7項　 急性瀉血24時 間後の家兎骨髄赤血球

及びHb量

末 梢血液像は第21表 に示す如 く血色素量及び赤血

球数は処置前に比 し尚著明に減少す るが,白 血球数

は大 なる増加がみ られた.骨 髄赤血球増加率は第22

表,第8図 の如 く増大して対照群 と近似 し,骨髄Hb

増加量は第23表 に示す如 く培養後3, 6時 間値は対

照群 と一致す るも, 9時 間値は減少 した.

第21表　 急性瀉血24時 間後 の家兎末 梢血液 像

第22表　 急性瀉血24時 間後家兎骨髓赤血球数及

び赤血球増加率(%)

第8図　 急性瀉血24時間後家兎骨髄赤血球

増加率
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第23表　 急性瀉血24時 間後 家兎骨髄Hb量

(mg/dl)

第8項　 急性 瀉血2日 後の家兎骨髄赤血球数

及 びHb量

末梢血液像は第24表 に示す如 く処 置前に比 し血色

素量は減少するが,赤 血球数は 稍々増加の兆が見 ら

れ,白 血球数は益 々著明 に増加 した骨髄 赤血球増加

率 は第25表,第9図 の如 く対照群 より著明に増加 し,

骨髄Hb増 加量は第26表 に示す 如 く対照群に比 し培

養後3時 間値は増大す るも, 9時 間値は減少 した.

第24表　 急性瀉血2日 後の家兎末梢血液像

第25表　 急性瀉血2日 後家兎 骨髄赤血 球数及び

赤血球増加率(%)

第9図　 急性瀉血2日 後家兎骨髄赤血球増加率

第26表　 急性瀉血2日 後家兎骨髄Hb量(mg/dl)

第9項　 急性瀉血3日 後の家兎骨髄赤血球数

及びHb量

末梢血液像は第27表 に示す如 く血色素量 も稍々増

加し始め,赤 血球数 も稍々増加 し,白 血赤数 は処置

前に比 し著明に増加 した.骨 髄 赤血球増加率 は第28

表,第10図 の如 く対照群に比 し著明なる増加を示 し,

骨髄Hb増 加量も第29表 に示す如 く培養後3, 6時

間値は対照群に比 し増大す るも, 9時 間値は減少 し

た.

第27表　 急性瀉血3日 後の家兎末 梢血液像
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第28表　 急性瀉血3日 後家兎骨髄赤血球数 及び

赤血球増加率(%)

第10図　 急性瀉血3日 後 家兎骨髄赤血球増加率

第29表　 急性瀉血3日 後家兎骨髄Hb量(mg/dl)

第10項　 急性 瀉血5日 後の家兎骨髄赤血球数

及びHb量

末梢血液像は第30表 に示す如 く血色素量及び赤血

球数は瀉血3日 後に比較す る と稍々増加 し,白 血球

数は処 置前 より増加 していた.骨 髄 赤血球増加率 は

第31表,第11図 の如 く対照群に比 し最 も著明に増加

し,骨 髄Hb増 加量も第32表 に示す如 く対照群に比

し培養後3, 6時 間値は増大 し, 9時 間値は減少した.

第30表　 急性瀉血5日 後の家兎末梢血液像

第31表　 急性瀉血5日 後家兎骨髓赤血球数及

び赤血球 増加率

第11図　急性瀉血5日 後家兎骨髄赤血球増加率
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第32表　 急性瀉血5日 後家兎 骨髓Hb量(mg/dl)

第11項　 急性瀉血7日 後の家兎骨髄赤血球数

及びHb量

末梢血液像は第33表 に示す如 く,血 色素量及び赤

血球数は 次第に増加 し,白 血球数は処置前よ り僅か

増 加していた.骨 髄赤血球増加率は第34表,第12図

の如 く対照群 より著明に増加す るも瀉血5日 後 より

は減少 した.骨 髄Hb増 加量は第35表 に示す如 く対

照群に比 し増大 した.

第33表　 急性瀉血7日 後 の家兎末梢血液像

第34表　 急性瀉血7日 後家兎骨髄赤血球数及

び赤血球増加率

第12図　急性瀉血7日 後家兎骨髄赤血球増加率

第35表　 急性瀉血7日 後家兎骨髓Hb量(mg/dl)

第12項　 急性 瀉血10日 後の家兎骨髄 赤血球数

及びHb量

末梢血液像では第36表 に示す如 く血色素量及び赤

血球数は次第に増加 して きたが処 置前よりは尚僅か

減少 して居 り,白 血球数 も尚僅か処 置前 より増加 し

ていた.骨 髄 赤血球増加率は第37表,第13図 の如 く

対照群に比 し尚著明 なる増加を認め,骨 髄Hb増 加

量 も第38表 に示す如 く対照群に比 し培養後3時 間値

のみ増大 した.

第36表　 急性瀉血10日 後の家兎末梢血液像
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第37表　 急性瀉血10日 後家兎骨髄赤血球 数及

び赤血球増加率

第13図　 急性瀉血10日 後家兎骨髄赤血球増加率

第38表　 急性瀉血10日 後家兎骨髄Hb量(mg/dl)

第13項　 急性瀉血14日 後の家兎骨髄赤血球数

及びHb量

末梢血液像では第39表 に示す 如 く血色素量は処置

前 よ り稍 々低下す るも,赤 血球数は略々処 置前に復

帰 し,白 血球数も亦処 置前に復帰 した.骨 髄赤血球

増加率は第40表,第14図 の如 く略 々対照群 と一致 し,

骨髄Hb増 加量は第41表 に示す如 く培養後3時 間値

のみ対照群 よ り僅か増量していた.

第39表　 急性瀉血14日 後の家兎末梢血液像.

第40表　 急性瀉血14日 後家兎 骨髄赤血球数及

び赤血球増加率(%)

第14図　 急性瀉血14日 後家兎骨髄赤血球増加率

第41表　 急性瀉血14日 後家兎 骨髄Hb量(mg/dl)
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第14項　 急性瀉血28日 後 の家兎骨髄 赤血球数

及びHb量

末梢血液像では第42表 に示す 如 く血色素量,赤 血

球数及び白血球数は共に処置前に復帰 した.骨 髄赤

血球増加率は第43表,第15図 の如 く対照群よ り僅か

に低下 し,骨 髄Hb増 加量は第44表 に示す如 く対照

群に略 々一致 した.

第42表　 急性瀉血28日 後の家兎末梢血液像

第43表　 急性瀉血28日 後家兎骨髄赤血球数及

び赤血球増加率(%)

第15図　 急性瀉血28日 後家兎 骨髄赤血球増加率

第44表　 急 性 瀉 血28日 後 家 兎骨髄Hb量(mg/dl)

第4章　 総括並びに考按

総括:以 上の実験成績を総括すれば次の如 くであ

る.

1)末 梢血液所見

i)血 色素量は瀉血直後 より減少 し,減 少極期に

入 るのは瀉血5～8時 間後である.血 色素 量増加は

瀉血3～5日 後 より始 まり,略 々恢復するのは瀉血

14日 後である.

ii)赤 血球数は瀉血直後 より減少 し,減 少極期に

入 るのは瀉血5時 間後 であ るが,増 加の始 まるのは

血色素量よ り僅か早 く瀉血2～3日 後であり,略 々

恢復す るのは瀉血10～14日 後 であ る.

iii)白 血球増多は既 に第1編 にて詳述 した如 く特

異 な所見が見 られ,第1回 白血球増多は瀉血1時 間

後 より始ま り3～5時 間後に頂点に達 し,第2回 白

血球増多は瀉血24時 間後に始 まり2～3日 後に頂点

に達 し, 7～10日 後に処置前に復 した.

2)骨 髄赤血球数:健 康家兎5例 の大腿骨,前 脛

骨,上 腕骨 々髄 赤血球増加率 を対照群平均 として本

成績 と比較検討 した.瀉 血家兎骨髄 赤血球増加率は

対照に比 し瀉血直後は変 らないが,瀉 血1時 間後 よ

り減少 し,爾 後漸次減少 して瀉血8時 岡後が最低で

あつた.瀉 血12時 間後 より増加を始め,瀉 血24時 間

後には対照群 と略々同値 とな り以後益 々著明に増大

し,瀉 血2日 後には対照群 に比 し1.59倍, 3日 後に

は2.38倍, 5日 後には2.55倍 と増大 したが,瀉 血5

日後を最大の山 として以後 は減少 し,瀉 血7日 後 に

は1.98倍, 10日 後には1.50倍 とな り瀉血14日 後には

対照群に近似 した値 となつた.

3)骨 髄Hb量:瀉 血家兎骨髄Hb増 加量は対

照群に比 し瀉血直後は変 らないが,瀉 血1時 間後 に

は僅か減少 し,瀉 血3, 5, 8, 12時間後 と次第に

減少を示し,特 に夫 々の培養後9時 間のHb量 は対

照群に比し最 も減少した.瀉 血24時 間後は培養後3,

 6時 間のHb量 は対照群と略 々一致す るも培養後9
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時間のHb量 は減少 していた.瀉 血2, 3, 5, 7

日後には培 養後3, 6時 間のHb量 は対照群 より次

第に増 量す るも培養後9時 間のHb量 は対照群よ り

稍 々低下 した.瀉 血14日 後には略 々対照群 と一致し

た.

考按:出 血後の末 梢血液像の変化に関しては第1

編 に詳述 した如 く幾 多の研究業績が あるが,赤 血球

数及び血色 素量 に関 しては瀉血直後減少す るが最低

値を示す ものでな く,組 織液が血管内に流入 し血液

稀釈が起つて始 めて最低値 となるものであつ て,そ

の減少極期に就ては出血量に より異 ると雖 もLaza-

rus27), Willebrand27), Siegel-Mayd27), Sahli27),

 Buatzen27), Grawitz27),井 戸-鈴木26),蓮 池15),八

木84)等に依 れば早 きは1～2時 間,一 般には数時間

乃至1～2日 で あり,而 してその恢復に就ては赤血

球族復が血色素恢復に先行す ると述べ られて いる.

私の末梢血に於ける成績で も略 々先人の成績 と一致

した.

骨髄 体外液体培養 は緒言に述べた る如 く細胞浮遊

液の培養であるから本来の意味 の組織培養 と稍々意

味を異 にす るが,一 面細胞の成熟増生を数量的に測

定出来,尚 被覆培養に於ては不可能な骨髄赤血球系

の消長 の観察が可能であ り,又 骨髄Hbの 定 量が出

来得る事は本法の最 も特異 な利点である.そ こで私

は急性 瀉血家兎の骨髄液体培養 を行い,出 血時の骨

髄 の態 度を観 察 したが,骨 髄液体培養に より急性出

血時の骨髄赤血球系の恢 復機転をみたのは私以外に

之を見ない.

第1編 に於て私は組織増生の面よ り瀉血3～5日

後に骨髄機能最 も亢進せる事を明らかに したが,本

編 にては骨髄液体培養に於て も骨髄赤血球増加率は

瀉血5日 後が最大であ り,赤 血球系か らも出血後 の

旺盛な る骨髄機能亢進期を明 らかに し得たもの と謂

えよう.

教室国延41)はWarburg氏 検圧計を用いて骨髄 の

呼 吸解糖作用を検索 したが,急 性瀉血家兎では瀉血

3日 後の呼吸値最 も大であると論じ,同 じく教室藤

井(幸)10)は骨髄培養に於ける蛋白代謝の面か らも瀉

血5日 後に骨髄機能が亢揚する事を認めて居 り,矢

張 り以上の私の成績 と略 々一致す るものであ る.

扨て謂う迄 もな く, Hbの 合成は グロ ビンと一種

の鉄ポルフ ィリンであるヘムとが結合してな され る

が,妹 尾66) 67)は出血性貧血の場合はHbの 合成が著

るしく弱 くなる事 を指摘 し,又 教室中塚53)に依れば

出血性貧血は臓器鉄 と血清鉄 とが著明に減少す ると

述べている.従 つて私の急性 出血性貧血の場合では

臓器鉄減少の結果,骨 髄赤血球形 成 能 に比 し骨髄

Hb形 成能が遅れてい るもの と考えられ る.

第5章　 結 論

私は上述 の実験成績を総 括考按の結果次の結論を

得た.

1)家 兎に体重 当既20ccの 急性瀉血を行 い,そ

の推 移を瀉血直後, 1, 3, 5, 8, 12, 24時 間,

 2, 3, 5, 7, 10, 14, 28日後 と時間的に骨髄体

外 液体培養 を行い,骨 髄の機能を赤血球系よ り窺わ

ん とし,家 兎大腿骨,前 脛骨,上 腕骨 々髄赤血球増

加率を健康 家兎の夫 と比較 した所,瀉 血直後 は変 ら

ないが瀉血1時 間後 より減少 し, 8階 間後が最低で

あつた.瀉 血12時 間後 より増加し始 め瀉血3～5日

後が赤血球増加率最 も大であ り,瀉 血14日 後 には略

々恢復 した.

2)骨 髄Hb増 加量は対照群に比 し瀉血1時 間後

より減少し瀉血8～12時 間後が最低 であつた.又 骨

髄赤血球の増加より少 し遅れて瀉血24時 間後 より増

量 し始 め5～7日 後がHb増 加量は最 も大で瀉血14

日後には略 々対照群 と一致 した.

附　全 編 の 総 括

全編 を通 じての総括は次の通 りであ る.

家兎を体重当瓩20cc急 性瀉血し,そ の骨髄の恢

復機転を瀉血直後, 1, 3, 5, 8, 12, 24時 間,

 2, 3, 5, 7, 10, 14, 28日 後 と時間 を追つて骨

髄体外組織培養を行い健康家兎骨髄 と比 較 検 討 し

た.

1)増 生面積は瀉血直後 より減少 し, 5時 間後が

最低であつたが,瀉 血12時 間後 より増大 し骨髄増生

機能亢進最大は瀉血3～5日 後で, 10～14日 後には

略 々健康家兎 と一致 した.

2)骨 髄偽好酸球機能を遊走速度,墨 粒貪喰能,

中性紅生体染色性の面 から見 ると瀉血直後及び1時

間後には静脈竇内貯溜血球放出の影響の爲遊走速度

は僅か促進するも瀉血3～5時 間後には骨髄偽 好酸

球の機能低下がみ られた.白 血球の新生 される瀉血

12時 間後 より遊走速度は亢進 し,骨 髄機能最 も旺盛

な瀉血3～5日 後には遊走速度は最 も亢 進す るにも

不拘,墨 粒貪喰能,中 性紅生体 染色性の面 からは機

能低下が窺われ るのであつて新生白血球は機能的に

は一部未熟な面をもつ,謂 わば不完全成 熟細胞 とも

謂うべ く斯様な機能の解離性は極めて特異な所見で
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あ る.

3)骨 髄体外液体培養 による赤血球系機能では骨

髄 赤血球増加率は瀉血1時 間後 より減少 し8時 間後

が最低 で12時 間後よ り増加 し,瀉 血3～5日 後が増

加率最 も大であつたが,骨 髄Hb増 加量は瀉血24時

間後 よ り増 量 し始め,瀉 血5～7日 後 が最 も大であ

つた.

擱筆に臨 み終始卸懇篤なる御指導,御 校閲を賜わ

りし恩師平 木教授並びに大藤助教授に深 甚の謝意を

表す.

(本論文 の要 旨は昭 和32年 日本血液学会第19回 総

会に於て発表 した.)
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Studies on the Bone Marrow of the Radbit in Acute Bleeding 

Anemia by way of Bone-Marrow Tissue Culture

Part 3.

Influences of Acute Bleeding on the Function of the 

Erythropoietic System of Rabbits

By

Tetsuro Numamoto

Department of Internal Medicine, Okayama University Medical School
(Director: Prof. Kiyoshi Hiraki)

The author studied the behaviors of bone marrow in acute bleeding rabbits by fluid 
culture of bone marrow and obtained the following.

1) Increasing rate of red cells immediately after bleeding is the same as that of the 
normal, but it begins to decrease 1 hour afterwards; and it shows the minimum value 8 
hours later. However, it begins to rise 12 hours after bleeding; and its rate is 1.59 times 
that of the control 2 days after bleeding, 2.38 times after 3 days; 2. 55 times after 5 
days; 1.98 times after 7 days; 1.50 times after 10 days. Namely, the muximum rate of 
increase in the erythrocytes is reached on around 3-5 days after bleeding and 14 days after 
it recovers more or less to the normal level.

2) Increasing rate of hemoglobin as compared with that in the control shows a decrease 
1 hour after bleeding and it is lowest around 8-12 hours afterwards; but it begins to inc
rease around 24 hours and shows the maximum value around 5-7 days after bleeding, while 
on the 14th day it practically coincides with that in the control group. However, the rate 
of production of hemoglobin seems to be less than that of red cells.


